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俵山・豊田道路工事進捗（下関市豊田町金道）

山陰西部国道事務所
事業概要 2026



木与防災

山陰西部国道事務所管内

益田西道路

福光・浅利道路

大井・萩道路

益田・田万川道路

三隅・益田道路

山口県

※事業中・調査中区間のIC名は仮称を含みます。

俵山・豊田道路

三隅・長門道路

山陰西部
国道事務所

担当事業 山陰西部国道事務所の事業
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■山陰道の概要
山陰道は、鳥取県鳥取市を起点とし山口県下関市を終点とする延長約380kmの道路です。

この道路は、鳥取・島根・山口3県における主要都市を東西に結び、移動時間の短縮や、空
港・港湾へのアクセスの強化を図ることにより、各地域間の交流・連携の強化、山陰地方の
産業・経済の発展および観光振興を目的として整備を進めています。

また、災害に強い国づくりを推進し、更に活力ある地域社会を形成するために、地域の自
立的発展を支援する視点からも重要な路線です。

山口県内における山陰道の整備進捗率は、鳥取、島根と比較して低くなっており、山陰地
方の連携強化、地域振興、防災のため、引き続き整備を促進してまいります。

事業名 事業化 用地着手 工事着手

国道191号 益田・田万川道路 令和３年度 令和５年度 令和８年度

国道191号 木与防災 平成２９年度 平成３０年度 令和元年度

国道191号 大井・萩道路 令和３年度 令和５年度

国道191号 三隅・長門道路 令和５年度 令和７年度

国道491号 俵山・豊田道路 平成２８年度 平成３０年度 令和元年度

191

491

191

191

191

山陰西部国道事務所の事業進捗

益田道路
久城～高津
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北条道路

鳥取県

島根県

■山陰西部国道事務所の取り組み
山陰西部国道事務所は山陰道の現場に近いメリットを活かし、地域の方々と連携し、整備をより

一層強力に推進するため、令和２年度より新たに山口県萩市に開設されました。

管轄する区間は島根県益田市以西の山陰道で、道路計画、環境影響評価、調査設計、用地取得、
改築工事を担当します。
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■山陰道の整備延長
山口県内における山陰道の整備延長は、鳥取、島根と比較して低く

なっており、山陰地方の連携強化、地域振興、防災のため、引き続き
整備を促進してまいります。

全体 山口県 島根県 鳥取県

全体延長 約380km

開通済延長 245km 20km 150km 75km

事業中延長 80km 43km 23km 14km

令和8年4月1日時点

令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

事業費予算 72.45 80.64 103.68 116.45 125.43 112.10

（単位：億円）■山陰西部事務所の事業費予算推移
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令和8年度
開通予定

※令和3年度～令和7年度は補正予算を含む



長門市～下関市小月

萩市～長門市

益田市～萩市

益田～下関

現在
50分

将来
28分

現在
33分

将来
22分

現在
76分

将来
48分

現在
159分

将来
98分

61分短縮

28分短縮

22分短縮

11分短縮

Ｎ

益田

萩

長門

下関

主要都市間の時間短縮

山陰道に期待される整備効果

山陰道の
整備効果

国土交通省では“2050年、世界一、賢く
安全で持続可能な基盤ネットワークシステ
ム”をWISENET（ワイズネット）※と位置づ
け、その実現のための政策展開により、新
時代の課題解決と価値創造への貢献を目指
しています。

これまでは増大する交通需要に対応し、ネットワ
ークを早期につなぐこと（交通需要追随型）が求
められてきましたが、行政界や管理境でサービス
レベルのギャップ等の課題が顕在化しています。 
 今後は、道路の階層性に応じた移動しやすさや強
靱性（通行止めリスク）など、求められるサービ
スレベルを達成するためのネットワーク構築（サ
ービスレベル達成型）を目指していきます。

シームレスなネットワークを構築！

山陰道に求められる役割

山陰道が開通すること
で、シームレスなネット
ワークが構築され、主要
都市間の所要時間が大幅
に短縮します。
これにより、地域産業・
経済の活性化や広域観光
周遊の活性化、救急医療
サービスの向上を支援し
ます。

※WISENET：World-class Infrastructure with 
3S(Smart, Safe, Sustainable) Empowered NETwork

WISENETのコンセプト
ワ イ ズ ネ ッ ト

移動のしやすさ

資料：WISENET2050・政策集

凡 例

WISENET2050 《経済成長と国土安全保障を実現するシームレスネットワークの構築》
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現況：令和3年度全国道路・街路交通情勢調査 混雑時旅行速度を基に算出
整備後：現況を基本に山陰道の旅行速度は80km/hに設定



山陰道の整備により、安心・安全で快適な走行環境を実現します。
また、災害時も含めた広域的な連携が強化され、地域産業や広域観光周遊の活性化、
救急医療サービスの向上を支援します。

救急病院まで、
早く確実に行けるようになります！
山陰道の整備により、高次救急医療機関へ
の搬送時間が短縮し安心感が向上します。
また、より患者に負担が少ない搬送が期待
されます。

■高次救急医療機関までのカバー圏域

安心できる暮らしの確保

１
九州・山陽から山陰へ、
観光客が訪れやすくなります！
山陰道の整備により、九州方面からの広域周遊
ルートが形成され、近年人気のアウトドア施設
へのアクセスや観光地相互の広域的な連携が強
化されます。
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野波瀬つりデッキ
松島キャンプ場

阿武町

ABUキャンプ
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■九州方面（門司港）から９０分圏域

観光振興の促進

もしもの災害発生時も、
安定して走行できるようになります！

山陰道の整備により、災害時でも代替となる道
路が確保され、迂回を解消します。また、交通
の高速化が図られ、利便性向上による都市間連
携の強化につながります。

■萩市役所から須佐総合事務所の迂回状況

災害に強い国土の実現

山陰のおいしいものを、
新鮮なまま遠くまで届けられます！
山陰道の整備により、大都市への輸送時間の短
縮や通行止めの迂回解消による安定出荷、販路
拡大が期待され、地域産業の更なる活性化が期
待されます。

■浜田港から小月ICの所要時間

下関・九州方
面への出荷の
選択肢が増加

仙崎港

萩港

浜田港

三隅港

浜田港へ集約し、
より早く効率的に
大都市圏へ出荷

水産品（鮮魚） Ｎ

浜田港から大都
市圏へ効率的に

出荷

北九州空港から
東京への空輸
が可能に

北九州
空港

島根県

■山陰からの水産品の主な出荷ルート

地域産業･経済の活性化

現況：令和3年度全国道路・街路交通情勢調査 昼間12時間旅行速度を基に算出
整備後：現況を基本に山陰道の旅行速度は80km/hに設定

整備後ルート
延長：約37km
時間：約35分

現況：令和3年度全国道路・街路交通情勢調査 混雑時旅行速度を基に算出
整備後：現況を基本に山陰道の旅行速度は80km/hに設定

萩
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約89分

約117分

■所要時間

整備後

現況

28分
短縮

門
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港
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の
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阿
武
町約79分

約124分

■所要時間

整備後

現況

45分
短縮

現況：令和3年度全国道路・街路交通情勢調査 混雑時旅行速度を基に算出
整備後：現況を基本に山陰道の旅行速度は80km/hに設定

2次医療機関の
30分圏域

現況
整備後

高次救急医療
機関のカバー
面積が増加
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現況：令和3年度全国道路・街路交通情勢調査 混雑時旅行速度を基に算出
整備後：現況を基本に山陰道の旅行速度は80km/hに設定

【カバー圏】
現況
整備後

143件/年



萩市
11%

阿武町
1%
長門市

6%
美祢市

6%

下関市
16%

その他
60%

山陰西部の現状と課題

山陰西部
の

現状と課題

依然として残るミッシングリンク（山陰道未整備区間）

山口県は土砂災害のリスクが高く、山陰道の並行現
道では、土砂災害の他、浸水や越波等による通行規
制が多く発生していますが、代替路がないため、広域
迂回を強いられています。
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■土砂災害警戒区域の
指定状況（上位10都道府県）

■山口県内の
土砂災害警戒区域

（千箇所）

俵山・豊田道路に並行する（主）下関長門線では、
急カーブが84箇所あり、線形不良に起因する正面
衝突事故が多発しており、幅員が狭く、すれ違いが
困難なトンネルも存在しています。

Ｒ=50m

Ｒ=45m

W=4.5m

すれ違い困難なトンネル 連続する急カーブ

至 長門

至 下関

下関長門線の土砂災害 国道191号の越波状況 下関長門線（俵山・豊田道路並行区間）の課題箇所

資料：全国治水砂防協会HP（R7年12月時点） 資料：山口県HP（R8年2月時点）

土砂災害
警戒区域

25,807箇所 山陰道の
沿線市町が
約４割

災害リスクが高い地域 安全･安心な走行環境が必要

山陰道の整備率は64％に留まっており、特に山口県は鳥取県・島根県と比べても低く、
ミッシングリンクが多数存在しています。

■山陰道の整備状況

山陽自動車道：1997年全線開通
（460.9km：下関～神戸）

山陰道：整備率は64％
（245km/380km：下関～鳥取）

資料：中国圏広域地方計画
学識者等会議
（一部加筆）
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資料：交通事故・道路統合データべース（H26～R5）

■下関長門線（俵山・豊田道路並行区間）
の事故件数

約５割が
線形不良
に起因

した事故

車両単独

（転倒）

1件

7%

車両相互

（正面衝

突）

7件

46%

車両相互

（追突）

4件

27%

車両相互

（その他）

3件

20%

事故発生状況

15件

（H26～R5）



九州等の周辺地域から主要観光地への高速道路ネットワークがつながっていないため、移動時間が長く、下
関市に比べて萩・長門地域への観光交流人口が非常に少なくなっています。

県内の3次救急医療施設はいずれも瀬戸内側に立地
しているため、長門地域・萩地域は搬送時間が60分
以上かかる高度医療の空白地域が多く残っています。

■3次救急医療施設の到達圏域

資料：令和3年度全国道路・街路交通情勢調査
混雑時旅行速度を基に算出

山陰西部地域は、ミッシングリンクが多いため、毎年の豪雨・台風により土砂災害等
への対応や救急・医療活動、企業活動、周遊観光において課題を抱えています。

島根県の国際港である浜田港の合板生産拠点で使用
する木材は約３割が九州方面から輸送されていますが、
国道191号では異常気象等による通行止めが発生し
た場合に広域迂回が必要となり、物流に多大な影響を
与えています。

山陰道側等では、高度な医療
サービスの迅速な享受が困難

関門医療センター

山口大学医学部付属病院

県立総合医療センター

徳山中央病院

岩国医療センター

九州方面からの広域観光ネットワーク

救急医療の享受が困難な地域 通行止め時の広域迂回

資料）山口県観光客動態調査（R6）

主要観光施設
(年間観光入込客数10万人以上)

九州方面からの観光入込客数

世界遺産

N

俵山・豊田道路
たわらやま    とよた

角島

九州からの観光交流
人口の拡大が必要

主要観光施設
(年間観光入込客数10万人以上)

九州方面からの観光入込客数

世界遺産

観光交流の多い
九州～下関市 しものせき

下関市
125.0万人

はぎ

萩市
26.1万人

萩反射炉
は ぎ は ん し ゃ ろ

北九州空港
き た き ゅ う し ゅ う

下関港
し も の せ き

仙崎港
せんざきながと

長門市
32.6万人

ながと たわらやま

長門・俵山道路
長門湯本温泉
な が と ゆ も と

俵山温泉
たわらやま

松下村塾
し ょ う か そ ん じ ゅ くつのしま

元乃隅神社
も と の す み

注）主要観光施設は下関市、長門市、萩市、美祢市、宇部市、山口市に立地する観光施設

資料：山口県観光客動態調査（R6）

近畿・中四国

九州方面

東日本・その他

■九州方面から山口県への観光交流人口

■原木仕入先

資料：令和3年度全国道路・街路交通情勢調査
混雑時旅行速度を基に算出
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約203分

IC
約219分

■所要時間

通常

迂回

異常気象時には
16分増加

浜田港

小月IC

約203分

約219分
3割が九州方面

6

九州からの観光交流
人口に落差
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詳細はこちら

デジタル技術の活用による建設業の変革
を目指して

生産性
向上の
取り組み

i-Construction ＆ＤＸの推進

BIM/CIMで､‟もっとわかりやすく” ‟もっと効率的に”
設計･施工の各フェーズで得た情報を連携させ、3次元モデルをＶＲ、ＡＲ等の様々なカタチで

活用することで、道路事業を従来の２次元図面より｢もっとわかりやすく｣地域住民や道路利用者

に伝え、道路事業を｢もっと効率的に｣推進できるよう取り組んでいます。

山陰西部のフロントローディング実践
建設業就業者の減少・高齢化を背景に、国土交通省ではi-Construction、インフラDXを推進。

山陰西部国道事務所では、事業全体の効率化を見据えたフロントローディングを実現させるため、

設計段階で作成したICTデータをそのまま工事現場で活用できるようシームレスで効率的な３次元

データの連携強化を推進しています。

完成イメージの広報｢バーチャル現場見学｣

点群ガイドライン施工後点群データの検証点群データを活用した地
形モデルの作成

CIM統合モデルの更新

〈編集前〉

〈編集後〉

ＡＲカメラを活用した境界立会

公民館

現地

7

中国地方整備局の推進計画



建設業界が抱える多様な課題に対応するため、デジタル技術を活用した建設生
産システムの高度化を図り、生産性の向上や安全性の確保、担い手不足への対
応を通じて、持続可能な建設産業の実現を目指します。

最新技術の積極的な活用

カーボンニュートラルポート（CNP）の形成推進や建設施工に係わる脱炭素化の促進や道路の多様

なインフラを活用した再エネの導入促進やエネルギー消費量削減の徹底、脱炭素に資する都市・地域

づくりを推進する取り組みを行っています。

バイオトイレ（循環式）

し尿の排出量削減により、運搬・処理
場で発生するCO2を削減

ソーラー電気

太陽光発電の使用により、排気ガス
排出を削減

 バイオ、太陽光発電によるCO2削減GX

8

位置情報の見える化による待機ロスの削減

積込み重量表示機能（ペイロードメータ

ー）を搭載したＩＣＴバックホウを利用し、ダ

ンプトラックへの積込み土量を見える化し、

UAV3次元測量と組み合わせることで進捗

状況管理の精度を向上しました。

覆工コンクリート打設の革新
作業効率30倍アップ！
木与防災第一トンネル工事では、

覆工コンクリート自動打設ロボットの

導入により自動化を実現しました。

これにより、劇的な作業の効率化と

安全性の向上が図られました。

走行軌跡、
速度分布、速度

積込み重量の見える化による
進捗状況管理の精度向上

木与防災の改良工事では、ダンプトラックの位

置情報をリアルタイムで見える化し、ダンプトラッ

ク間や積込み建機と共有することで、待機のロ

スを削減し、作業効率の向上に貢献しました。

日毎の進捗を
ヒートマップで表示

積込み重量モニター 進捗状況の管理

積込み重量
を表示

ダンプトラックの位置情報をスマートフォン等で共有

ICT施工StageⅡにより、工種単位の作業効率化から、
工事全体の生産性向上へ

自動配管切替装置
（分岐４方向）

自動伸縮式バイブレーター

センサ付き
棒状バイブレーター

多機能配管切替装置

覆工施工自動化システム 劇的な作業時間の短縮
（配管ホースの付け替え）

従来（人力）
約５分

自動配管切替（油圧）
約10秒

GX建機

バッテリー式電動油圧ショベルの使用により、
排気ガスゼロでクリーンな作業環境を実現



益田・田万川道路

191

土 工 部

橋 梁 部 トンネル部

（橋長50m以上）

（単位：m）

一般国道191号益田・田万川道路は、
信頼性の高い道路ネットワークの確保及
び物流ネットワークの確保を目的とした、
山口県萩市下田万から島根県益田市戸
田町に至る延長7.1kmの自動車専用道路
です。
令和8年度は調査設計、用地買収等を

推進し、工事用道路工事に着手します。

起点

終点

山口県萩市下田万

島根県益田市戸田町

延長 ７．１km

道路規格 第１種第３級

設計速度 ８０km/h

車線数 ２車線

■計画概要
は ぎ しも た ま

ま す だ と だ ちょう

や ま ぐ ち

し ま ね

■位置図

並行する国道191号は、
急峻な山地を通過しており
土砂災害警戒区域や河川
の浸水想定区域等の災害
危険箇所が存在しています
が、災害発生時には代替路
がないため広域迂回を強い
られています。

■地域の課題

至 益田市

至 下関市

至 益田市

至 下関市

H25年豪雨による田万川氾濫時の国道191号の状況

完成イメージ動画はこちら

事業概要
E2A

E22

9

190

191

2

188

191

山口県

N

益田・田万川道路

E9

完成イメージ

至 益田市

至 益田市

至 下関市

至 下関市

■事業経緯

9

■標準断面図

事業化年度 令和3年度

用地着手年度 令和5年度

工事着手年度 令和8年度

田万川IC（仮称）

戸田IC（仮称）



事業化年度 平成29年度

用地着手年度 平成30年度

工事着手年度 令和元年度

国道191号の事前通行規制区間を回避し、
緊急時の代替路を確保することを目的とした
阿武郡阿武町木与から同町宇田に至る延長
5.1kmの道路です。
令和8年度は橋梁下部工事、トンネル工事

等を推進します。

工事状況写真

起点

終点

阿武郡阿武町木与

阿武郡阿武町宇田

延長 ５．１km

道路規格 第１種第３級

設計速度 ８０km/h

車線数 ２車線

あ ぶ あ ぶ き よ

あ ぶあ ぶ う た

ちょう

ちょう

■位置図

■事業経緯

■計画概要

■地域の課題

木与地区は海に面した山頂
まで切り立った急峻な斜面が
広がっており、国道191号では
土砂災害による通行止めが多
発していますが、災害発生時
には代替路がないため広域迂
回を強いられています。

至 下関市

至 益田市

H23年土砂崩壊時の国道191号の状況

設計３次元モデルはこちら

■完成イメージ

②中央 ③益田市側

至 益田市

至 下関市

至 益田市

至 下関市

至 下関市

至 益田市

＜阿武町木与＞ ＜阿武町宇田＞

＜阿武町木与付近＞

木与防災 E2A

E22

9

190

191

2

188

191

山口県

N

木与防災

E9

土 工 部

橋 梁 部 トンネル部

（橋長50m以上）

（単位：m）

木与第 1 トンネル
ドローン映像

事業進捗動画等はこちら

事業進捗
宇田跨線橋架設
シミュレーション ①長門市側

至 益田市 至 下関市

10

■標準断面図

事業概要

R8.2撮影R8.2撮影



大井・萩道路

事業化年度 令和3年度

用地着手年度 令和5年度

一般国道191号大井・萩道路は、信
頼性の高い道路ネットワークの確保及び
救急医療活動の支援等を目的とした、
萩市椿から萩市大井に至る延長11.1km
の自動車専用道路です。
令和8年度は調査設計、用地買収等

を推進します。

起点

終点

萩市椿

萩市大井

延長 １１．１km

道路規格 第１種第３級

設計速度 ８０km/h

車線数 ２車線

■計画概要
つばきはぎ

■位置図

並行する国道191号は、急峻な
山地と海岸に挟まれており越波や
法面崩壊などの危険箇所が存在し
ていますが、災害発生時には代替
路がないため広域迂回を強いられ
ています。

■地域の課題

お お いはぎ

至 益田市

至 下関市

萩IC

至 下関市

至 益田市

土 工 部

橋 梁 部 トンネル部

（橋長50m以上）

国道191号における越波の状況

完成イメージ動画はこちら

E2A

E22

9

190

191

2

188

191

口県

N

大井・萩道路
E9

完成イメージ

至 益田市

至 下関市

至 益田市

至 下関市

■事業経緯

（単位：m）

11

■標準断面図

事業概要



事業化年度 令和5年度

用地着手年度 令和7年度

一般国道191号三隅・長門道路は、信頼
性の高い物流ネットワークの確保、輸送時間
短縮や時間信頼性向上などの物流効率化、
地域産業の活性化の支援を目的とした、長門
市深川湯本から長門市三隅中に至る延長
10kmの自動車専用道路です。
令和８年度は調査設計及び用地買収を推

進します。

起点

終点

長門市深川湯本

長門市三隅中

延長 １0.0km

道路規格 第１種第３級

設計速度 ８０km/h

車線数 ２車線

■計画概要
ふ か わな が と

■位置図

並行する国道191号や国道316
号は、土砂災害警戒区域や洪水時
浸水想定区域が存在するなど防災
上脆弱な箇所が集中しています。
緊急輸送道路に指定される国道

191号や国道316号の通行止めが
発生した場合、救命・救急活動や
緊急活動に支障を来すことが懸念
されています。

■地域の課題

み す み な かな が と

至 下関市

ゆ も と

仙崎IC
（仮称）

国道316号における冠水の状況

至 萩市 至 下関市

至 萩市

完成イメージ動画はこちら

三隅・長門道路
E2A

E22

9

190

191

2

188

191

山口県

N

三隅・長門道路
E9

完成イメージ

■事業経緯

土 工 部

橋 梁 部 トンネル部

（橋長50m以上）

（単位：m）

至 益田市

至 下関市

至 益田市

至 下関市

12

■標準断面図

事業概要



俵山・豊田道路

事業化年度 平成28年度

用地着手年度 平成30年度

工事着手年度 令和元年度

工事状況写真

起点

終点

下関市豊田町八道

長門市俵山小原

延長 １３．９km

道路規格 第１種第３級

設計速度 ８０km/h

車線数 ２車線

■計画概要
とよ た ちょう や じ

たわらやま こ ばら

しものせき

なが と

■位置図

並行する(主)下関長門線や(一)大河内地
吉線は急カーブが連続し、道幅の狭い区間
があるなど道路構造上の問題を抱えており、
道路の安全性・走行性の向上が課題となっ
ています。

■地域の課題
(一)大河内地吉線における

道幅の狭い区間

■完成イメージ

至 萩市

豊田IC
（仮称）

至 九州方面

至 萩市

至 九州方面

設計３次元モデルはこちら

①下関市側 ②長門市側

俵山温泉IC
（仮称）

＜下関市豊田町金道地区＞ 至 萩市

至 九州方面

＜長門市大羽山地区＞

至 萩市

至 九州方面

■事業経緯

一般国道491号俵山・豊田道路は、広域
観光連携の強化、第３次救急医療機関への
アクセス改善、下関～長門間の代替路の確
保を目的とした、下関市豊田町八道から長
門市俵山小原に至る延長13.9kmの自動車
専用道路です。
令和８年度は用地買収、改良工事、橋梁

下部工事、トンネル工事等を推進します。

E2A

E22

9

190

191

2

188

191

山口県

N

俵山・豊田道路
E9

土 工 部

橋 梁 部 トンネル部

（橋長50m以上）

（単位：m）

事業進捗
第 2 ト ンネル

セン トル組立動画

事業進捗動画等はこちら

完成イメージ

13

■標準断面図

事業概要

R8.2撮影 R8.2撮影



地域の方々への情報発信
広報

道路事業は「もっと身近に」
山陰道の現場を地域との接点にすることで、地元小中学生や土木を学ぶ高校生、大学や高等専門学

校の学生等の地域の方々に最新の現場技術や施工環境等を体感してもらっています。

様々な方法で情報発信中

X （旧Twitter）事業広報誌

事業進捗に関する情報はホームページだけでなく、SNS（X（旧Twitter））や事業広報誌、道の駅等のパ
ネルやデジタルサイネージでも情報発信し、より多くの方が気軽に情報にアクセスできるよう取り組んでいま
す。また、発信する情報は現場で活躍する事業者さんにもスポットを当て、タイムリーに発信しています。

道の駅における展示・配布

14

現場見学会（山口県立下関工科高等学校） 現場見学会（下関市立西市小学校）

測量の体験（長門市立俵山小学校）

現場見学会（須佐婦人会）



０８２－２２２－６２７４

道に関する相談に電話1本でお答えします

道 の相談室
受付時間は9：30～17：00

（土・日・祝祭日・年末年始を除く）

＃９９１０

道 路 の 異 状 を 発 見 し た ら

道 路緊急ダイヤル 2 4 時 間 無 料 受 付

※NT T （固定電話）、携帯電話（ N T Tド コモ、 a u、 S o f t B a n k ） 、

P H S （ Y !モバイル）からの通報は無料です。

工事・イベント
情報等をいち
はやくポスト！

（旧ツイッター）
山陰西部国道事務所

ホームページ

〒758-0041
山口県萩市大字江向510番地
 萩市役所 第3庁舎 ２階

国土交通省中国地方整備局

山陰西部国道事務所
TEL(0838)21-3910
FAX(0838)21-3921
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